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本
セ

ン
タ
ー

の
研
究
紀
要

『近
代

日
本
研
究
』
は

一
九
八
五
年

に
創

刊
さ
れ

て
以
来
、
福
沢
諭
吉
を
中
心
と
す

る
近
代

日
本
研
究
発
表

の
場

と

し
て
、
広

く
内
外

の
研
究

者

の
論

考
を
掲
載

し

て
き
た

が
、
本
巻

(第

二
十

一
巻
)

の
刊
行
を
契
機

に
、
編
集
体
制
を
整
備
し
、
「特
集
」

を
組
ん
だ
り
、
査
読

に
基
づ
く

一
般
投
稿
論
文

の
掲
載
を
拡
充
す

る
な

ど
、
新
し

い
試
み
を
す
る

こ
と

に
な

っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で

『福

沢

諭
吉
年
鑑
』

(福
沢
諭
吉
協
会

刊
)

に
掲
載

さ
れ

て
き
た
福
沢
書
簡
等

の
新
収
資
料
も
、
同
協

会
と
相
談

の
結
果
、
今
回
か
ら
本
誌

に
掲
載
す

る
こ
と
に
な
り
、
誌
面
は

一
層

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
こ
と

に
な

っ
た
。

 
本
巻
は
、
こ

の
四
月
に
没
後
百
年
を
迎
え
る
小
幡
篤
次
郎
を
特
集

し

た
。
福
沢

の
補
佐
役

と
し
て
、
ま
た
学
者
と
し
て
多
く
の
業
績
を
残
し
、

か

つ
て
は
義

塾
内

で
最
も
尊
崇
さ
れ
た
小
幡
を
こ

の
機
会

に
再
評
価
す

る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
か
ら

で
あ
る
。

一
般
投
稿
論

文
は
査
読

の
結
果
、
五
編

の
掲
載
が
認
め
ら
れ
た
。

い
ず
れ
劣

ら
ぬ
力

作
だ
が
、
今

後
も
優
れ
た
論
文
が
投
稿
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た

い
。

 
な
お
、
今

回
よ
り
、
論
文
掲
載

に
あ
た

っ
て
旧
字
体
を
新
字
体

に
あ

ら
た
め
た
。
ま
た
、
巻

末

に
は
、
本
誌
第
十

一
巻

～
第
二
十
巻
迄

の
総

目
次
を
附
し
た
。
読
者
に
役
立

つ
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸

い
で
あ

る
。


